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９
月
定
例
会
に

提
出
し
た

⑴
は
全
員
賛
成
で
、
⑵
～
⑷
は
賛
成
多
数
で
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
、

国
等
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。
⑸
～
⑹
は
否
決
し
ま
し
た
。

（要旨）

意
見
書

編

集

後

記

　

本
年
８
月
22
日
に
、
市
立
中
高
生

と
市
の
執
行
部
に
よ
る
「
こ
う
ち
志

議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
議
員
に
と
っ

て
も
大
き
な
刺
激
を
受
け
る
提
案
が

あ
り
、
９
月
定
例
会
は
高
知
の
未
来

の
た
め
に
も
改
め
て
志
を
た
て
る
機

会
、
ま
た
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
だ
よ
り
も
多
く
の
意
見

を
参
考
に
し
、
よ
り
見
や
す
く
、
分

か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
紙
面
に

向
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
♪

（
議
会
広
報
委
員
）

⑴
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と
移
動

　

手
段
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　

近
年
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
75
歳
以
上
の

高
齢
運
転
者
の
死
亡
事
故
の
割
合
は

高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
警
察
庁
は
、

75
歳
以
上
の
運
転
免
許
保
有
者
が
、

２
０
２
２
年
に
は
昨
年
末
時
点
か
ら

１
０
０
万
人
増
え
て
６
６
３
万
人
に

膨
ら
む
と
推
計
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
国
は

２
０
１
７
年
施
行
の
改
正
道
路
交
通

法
で
、
75
歳
以
上
の
免
許
保
持
者
は

違
反
時
や
免
許
更
新
時
に
認
知
機
能

検
査
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た

が
、
今
や
高
齢
運
転
者
の
安
全
対
策

お
よ
び
安
全
運
転
支
援
の
取
り
組
み

は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
過
疎
地
域
を
中
心
に
、
い

ま
だ
生
活
の
足
と
し
て
車
が
欠
か
せ

な
い
高
齢
者
も
多
い
中
、
自
主
的
に

免
許
を
返
納
し
た
場
合
な
ど
の
地
域

に
お
け
る
移
動
手
段
の
確
保
も
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運

転
を
支
援
す
る
装
置
を
搭
載
し
た
安

全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車（
サ
ポ
カ
ー
Ｓ
）

の
普
及
を
一
層
加
速
さ
せ
る
と
と
も
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に
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
購
入
支

援
策
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
３
項
目

に
つ
い
て
早
急
に
取
り
組
む
よ
う
、

政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑵
水
産
業
の
体
質
強
化
を
求
め
る
意

　

見
書

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
水
産
政
策

の
改
革
に
伴
う
水
産
資
源
管
理
は
、

再
生
産
を
安
定
さ
せ
る
最
低
限
の
資

源
水
準
を
ベ
ー
ス
と
す
る
方
式
か
ら
、

最
大
持
続
生
産
量
の
概
念
を
ベ
ー
ス

と
す
る
方
式
に
変
更
に
な
っ
た
。
こ

れ
を
着
実
に
実
行
す
る
に
は
、
国
全

体
と
し
て
の
資
源
管
理
指
針
を
定
め
、

そ
の
上
で
、
適
切
な
資
源
管
理
に
取

り
組
む
漁
業
者
は
、
漁
獲
量
を
削
減

す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
漁
業
経
営

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
漁

業
収
入
安
定
対
策
の
機
能
強
化
が
必

要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
水
産
政
策
の
改
革
で
は
、

Ｉ
Ｕ
Ｕ（
違
法
、
無
報
告
、
無
規
制
）

漁
業
対
策
や
水
産
物
輸
出
の
促
進
の

た
め
に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
推

進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

に
は
漁
獲
証
明
の
法
制
化
に
よ
る
流

通
改
善
や
水
産
物
の
消
費
拡
大
が
必

要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
漁
業
収
入
安
定
対
策
の

機
能
強
化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
法

整
備
を
行
う
こ
と
な
ど
２
項
目
の
法

制
化
を
政
府
に
求
め
る
。

⑶
太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導
入
に
向

　

け
た
制
度
設
計
と
運
用
を
求
め
る

　

意
見
書

　

パ
リ
協
定
の
枠
組
み
の
も
と
、
脱

炭
素
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
中
、

環
境
負
荷
の
削
減
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
等
の
観
点
か
ら
、
太
陽
光
発

電
を
初
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
拡
大
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
固
定
価

格
買
い
取
り
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の
施

行
以
降
、
導
入
量
が
着
実
に
増
加
し

て
き
て
い
る
一
方
、
一
部
の
地
域
で

は
、
防
災
、
景
観
、
環
境
面
で
の
地

域
住
民
の
不
安
や
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
い
取

り
期
間
終
了
後
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
が

放
置
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸

念
が
生
じ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
同
法
に
基
づ
く
事
業
計

画
の
認
定
に
当
た
り
、
一
定
規
模
以

上
の
案
件
に
つ
い
て
は
地
域
住
民
へ

の
事
前
説
明
を
発
電
事
業
者
に
義
務

づ
け
、
地
域
住
民
と
の
関
係
構
築
の

た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
な
ど
３
項
目
を
政
府
に
要
望
す
る
。

⑷
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書

　

の
批
准
を
求
め
る
意
見
書

　

１
９
９
９
年
、
女
性
差
別
撤
廃
条

約
の
実
効
性
を
強
化
し
、
一
人
一
人

の
女
性
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
改
め
て
女
性
差
別
撤
廃
条

約
選
択
議
定
書
が
採
択
さ
れ
、
現
在

１
０
９
カ
国
が
批
准
し
て
い
る
。

　

２
０
０
９
年
、
国
連
女
性
差
別
撤

廃
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
）
は
日
本

政
府
に
対
す
る
総
括
所
見
の
中
で
、

女
性
差
別
是
正
の
取
り
組
み
を
厳
し

く
指
摘
し
、
改
善
を
勧
告
、
同
時
に

選
択
議
定
書
の
批
准
も
焦
眉
の
課
題

で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
政
府
は
司

法
の
独
立
を
侵
す
恐
れ
が
あ
る
と
し

て
、
勧
告
か
ら
10
年
経
過
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
批
准
し
て
い
な

い
。

　

よ
っ
て
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選

択
議
定
書
の
早
期
批
准
を
政
府
に
求

め
る
。

⑸
大
学
入
試
英
語
の
民
間
試
験
利
用

　

中
止
を
求
め
る
意
見
書

⑹
文
化
・
芸
術
活
動
に
お
け
る
表
現

　

の
自
由
を
守
る
よ
う
求
め
る
意
見

　

書 高知市議会だよりが
アプリで読めます！

無料アプリ
マチイロ

※意見書とは、地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめ、国等へ提出する文書のことです。


